
第５０回

大阪はぐるま研究集会
主催 大阪はぐるま研究会

子どもの心を育む教育と授業づくりをめざして

１．期 日 2026年 ８月９日（日）
２．会 場 金光教 玉水記念館

最寄り駅：地下鉄四ツ橋線「肥後橋」 ８番出口 西へ1分

３．日 程
9:00 9:30 12:00 13:00 16:30
受 【午前の部】 昼食 【午後の部】
付 分科会（作品研究） 休憩 全体会

（低学年・中学年・高学年・学級づくり） （詩の朗読・基調報告・特別報告）

午前の部 （９:30～１２：00）

分科会 （作品研究）
低学年 「くじらぐも」
中学年 「友情のかべ新聞」
高学年 「大造じいさんとガン」
学級づくり

午後の部 （１３:00～１６:３０）

詩の朗読 和泉どの子も伸びるサークル

結成５２周年記念 基調報告
「大阪はぐるま研究会のあゆみ50年をふりかえって」

人権と社会科研究サークル（DVD視聴）
北摂はぐるま研究会

報告１ 「サークルで大切にしていること」
 北摂はぐるま研究会

報告２ 崩壊してゆく公教育に抗い続けた数年間
ー職場づくりと父母との共同ー

 泉南はぐるま研究会

特別報告 世界に広がるデジタル教育の見直し
ー失ってはならない大切なものー

田中 康寛 さん



プロフィ－ル 田中 康寛(たなかやすひろ）

大阪教育文化センターの事務局次長
国内外のICT教育の動向を分析し、日本の教育におけるデジ

タル化の課題を明らかにする活動を行っている。
全国各地で開催される講演会や学習会では、教育現場でのIC

T活用の問題点、子どもの発達への影響、教師の専門性への配慮
などをテーマに発表している。

〔 〕は担当サークル

詩 「死んだ男の残したものは」谷川俊太郎
の
朗
読 ［和泉どの子も伸びるサークル］

作 【くじらぐも】（中川李枝子作）（光村図書）
品 「くじらぐも」では、大きなくじらぐもに乗って子どもたちが未知の世界を冒険します。視
研 点人物である〈一ねんニくみ〉の子どもたちとともに私たちも現実には不可能なことを作
究 品の中で体験し、ファンタジーの世界のおもしろさを味わいましょう。
低
学
年 ［北摂はぐるま研究会］

作 【友情のかべ新聞】（はやみねかおる作）（光村図書）
品 主人公「ぼく」の学級にいる、好きなものが正反対で、仲の悪い「東君」と「西君」。そん
研 な2人が起こした出来事のひみつを、主人公の「ぼく」は、推理します。「東君」と「西君」の
究 関係はどう変化したか、「ぼく」は、2人の行動の何を手がかりに推理したか、を読み合い
中 ます。 2人が作成した『友情のかべ新聞』を通して、相手を知る大切さを考えたいと思
学 います。
年 ［羽曳野はぐるま研究会］

作 【大造じいさんとガン】（椋鳩十作）（光村図書・学校図書・教育出版）
品 老狩人の大造じいさんが、ガンの群れのリーダーである残雪を捕まえようとあの手この
研 手をつくしますが、残雪の知恵と群れの結束力の前に幾度となく失敗をします。知恵と勇
究 気をかけた壮絶な戦いと心の交流を通して、じいさんの心情の変化を丁寧に読んでいき
高 たいです。
学

年 ［泉南はぐるま研究会］

学 こども元気！
級 先生も元気になれる学級づくり。
づ たねあかし。
く
り ［土佐 いく子］



    地域サークル
北摂はぐるま研究会
和泉どの子も伸びるサークル
人権と社会科研究サークル
泉南はぐるま研究会
羽曳野はぐるま研究会
大阪はぐるま研究会



参 加 申 込 み に つ い て
１．参 加 費 ２０００円（学生は１０００円）

２．申し込み 当日参加の方、本部受付でお願い致します。
なお、従来通りハガキ・Fax・Ｅ・mail・電話等での参加申し込みも受
け付けます。その場合も本部で受付をお願い致します。

事前申し込みの際は、
①氏名
②郵便番号、自宅住所・電話番号
③勤務先
④締め切り ７月３１日(金)

３．申し込み・問い合わせ先
〒 590-0423 泉南郡熊取町自由が丘２－１５－１３ 辻 まち子

ＥーMail machiko-tsuji@ares.eonet.ne.jp
Tel&Fax ０７２－４５３－５２１４

４．昼食は各自ご持参ください。

◇

☆作品研究
参加者全員で話し合い、考え合い、学び合い、その教材について読みを深めて

いく集団研究の場です。担当サークル・担当者が話題・問題提供いたします。

日本国憲法 第二章 戦争の放棄
第九条

①日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し、
国権の発動たる戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、国際
紛争を解決する手段としては、永久にこれを放棄する。
②前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、これを保持
しない。国の交戦権は、これを認めない。

「教え子を戦場に送らない」この思いつよくつよく、わたしたちは平和憲法を守ります。
大阪はぐるま研究会


